
            栃木県スキー連盟旅費規程  

 

     (趣旨)   

     第１条 この規程は、本連盟の役員、各専門部部員、各委員会委員、監督、コーチ等に

対する旅費の支払いに関し必要な事項を定めるものとする。   

     (旅費の支払い)   

第２条 本連盟の役員、各専門部部員、各委員会委員、監督及びコーチ（以下「役員」

という。）が県連主催の各種会議及び事業に出席するため旅行した場合には、当該役

員等に対し、旅費を支払う。   

２ 役員等以外の者が本連盟の依頼に応じ、本連盟主催の各種会議又は事業の講師等と

して旅行した場合には、その者に対し、旅費を支払う。   

     (旅費の種類)   

     第３条  旅費の種類は、運賃、宿泊費、日当、食事代、滞在費及び雑費とする。   

２ 運賃は、列車、バス、船舶、航空機等を利用した旅行について、その順路に応じ、 

旅客運賃等により支払う。   

３ 宿泊費は、旅行の日数が２日以上にわたる場合で、宿泊施設を利用した旅行につい 

ては、当該施設の宿泊料により支払う。  

    ４ 日当は、旅行の日数（夜行出発又は夜行帰着の場合、当該出発日及び帰着日を除 

く。次項及び第６項において同じ。）に応じ、定額により支払う。   

５ 食事代は、旅行の日数に応じ、定額により支払う。   

６ 日当は、海外における選手合宿等及び国内における８日以上の選手合宿等におい

て指導する役員及びコーチに対し、旅行の日数に応じ、定額により支払う。   

７ 雑費は、第２項から前項までに掲げる費用のほか、特に必要と認められる場合に、

担当本部長と総務本部長との協議により支払う。   

     (旅費の計算)   

第４条 旅費は、自宅を起点又は終点として、最も経済的な通常の順路及び方法により

旅行した場合の旅費により計算する。ただし、業務上の必要又は天災その他やむを

得ない事情により最も経済的な通常の順路又は方法によって旅行し難い場合には、

現に旅行した順路及び方法によって計算する。   

    (運賃)   

第５条 運賃の額は、利用する交通機関の普通運賃、急行・特急料金及び座席指定料金

による。   

２ 前項の急行・特急料金及び座席指定料金は、列車による旅行で片道 100km 未満

のものについては支払わない。   

３ 航空機の運賃は、宇都宮市から片道 800km 以上の地域への旅行の場合に支払う。   

４ 県内及び近県のスキー場等で自家用車等を利用することが適当な場所への旅行に

ついては、前３項の規定にかかわらず、当該場所ごとに１Km 当たり単価を往復の

距離に乗じた金額を運賃とする。単価については、当該年度の県補助金の交通費計

算に使用する単価を準用する。 

５ 有料道路（高速道路を含む）については、自宅からスキー場等までの距離が原則

として片道５０Km 以上ある場合に使用できるものとし、実費を支給することがで

きる。 
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 (宿泊費)   

   第６条 宿泊費の額は、宿泊料の実費による。   

               ２ 本連盟が一括して宿泊契約を結ぶ場合の宿泊費は、県連が一括して宿泊施設に支  

払い、旅行者には支払わない。   

                (日当)   

         第７条  日当の額は、原則として１日につき 2,000 円とするが、事業に対応する時間等

を考慮し、理事会の決議により金額を増減することができる。 

     ２ オンライン会議の参加及び書面審議等を依頼した場合には、日当を支給すること

ができる。支給額については、参加時間及び審議内容により、会長が決定する。   

    (滞在費)   

     第８条 滞在費の額は、海外にあっては１日につき 8,500 円、国内にあっては１日につ 

き 3,500 円とする。   

      (食事代)   

      第９条  食事代の額は、１日につき 1,000 円とする。   

      (雑費)   

               第１０条 雑費の額は、必要とするごとに担当本部長と総務本部長との協議により定め 

た額とする。 

      (旅費の調整)   

              第１１条 役員等が宇都宮市内で開催される会議等に出席するため旅行した場合につい 

ては、その旅費の全部又は一部を支払わないことができる。   
 ２ 予算によって事業の旅費を定めている場合にあっては、前条までの規定にかかわ 

らず、予算の範囲内で調整して支払うことがある。   

     ３ 第２条第２項の規定により旅費の支払いを受けることができる者が本連盟から別 

に報酬等を受ける場合にあっては、担当本部長と総務本部長との協議により、旅費 

を支払わないことができる。   

     (特例)   

第１２条 前条までの規定により旅費を支払うことが適当でないと認められるときは、 

担当本部長と総務本部長が協議して特別な扱いをすることができる。   

     (準用)   

             第１３条 この規程は、役員等が本連盟の加盟団体又は全日本スキー連盟等他団体の主 

催する事業、会議などに出席するため旅行した場合であって、これらの主催団体か 

ら旅費等の支給のないものについて準用する。   

    (規程の改廃)   

       第１４条 この規程の改廃は、評議員会の議決による。  

  

  

   （附 則）  

この規程は、平成６年１０月１日から施行する。   

昭和４９年１１月１６日施行の栃木県スキー連盟旅費規程は、廃止する。   

令和３年７月１０日一部改正  

令和５年７月 ８日一部改正。 
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